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■ “核のゴミ ”レポートPART10──幌延での処分研究で露骨な協定違反

施
設
の
立
地
を
認
め
た
。

　

計
画
で
は
、
処
分
研
究
の
期
間
は「
20

年
程
度
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
同
年
11

月
、
科
学
技
術
庁（
現
・
文
部
科
学
省
）の

原
子
力
局
長
の
立
ち
会
い
の
下
で
、
核
燃

機
構
と
道
、
幌
延
町
の
３
者
は「
協
定
書
」

に
調
印
。
12
月
に
は
協
定
を
履
行
す
る
た

め「
確
認
書
」も
交
わ
し
た
。
道
の
強
い
意

向
に
よ
り
、
研
究
施
設
を
な
し
崩
し
的
に

処
分
場
に
さ
せ
な
い
た
め
の“
担
保
措
置
”

と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

当
時
、
処
分
研
究
施
設
の
受
け
入
れ
自

体
を
拒
否
し
た
周
辺
自
治
体
は
、
こ
の
協

定
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
道
北
の
住
民
団

体
や
札
幌
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
は
、

道
庁
に
座
り
込
む
な
ど
反
対
運
動
を
展
開
。

道
議
会
は
紛
糾
し
、
会
派
間
の
駆
け
引
き

の
末
、“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
研
究
は
認
め
る

一
方
で
、「
特
定
放
射
性
廃
棄
物（
注
＝
高

レ
ベ
ル
廃
棄
物
な
ど
の
こ
と
）の
持
ち
込

み
は
受
け
入
れ
難
い
」と
す
る
玉
虫
色
の

条
例
案
を
可
決
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
北
海
道
を
揺
る
が
す
論
議

が
あ
っ
た
だ
け
に
、
研
究
期
間
に
関
す
る

約
束
は
重
い
。

　

８
月
21
日
の
幌
延
町
役
場
。
各
地
の
住

民
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
つ
く
る「
核
廃
棄
物

施
設
誘
致
に
反
対
す
る
道
北
連
絡
協
議

会
」の
代
表
４
人
が
野
々
村
仁
町
長
と
会

い
、
当
初
計
画
通
り
に
研
究
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
を
求
め
た
。
申
し
入
れ
書
で
は
、

「
原
子
力
機
構
は
、
こ
の『
20
年
程
度
』と

す
る
研
究
期
間
を
、
毎
年
の
計
画
書
や
成

果
報
告
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
く
り

返
し
、
地
元
民
や
道
民
に
説
明
し
て
き
た
。

今
回
の
提
案
は
、
わ
た
し
た
ち
が
最
も
懸

念
し
て
い
た『
研
究
所
か
ら
処
分
場
へ
』の

流
れ
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
。
幌
延
町
が

提
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
周
辺
住
民

や
道
民
を
欺
く
行
為
に
な
る
」

　

と
し
て
、
協
定
当
事
者
の
責
任
を
果
た

す
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　

協
議
会
側
と
の
や
り
取
り
を
終
え
た

野
々
村
町
長
に
、
報
道
関
係
者（
新
聞
２

社
と
筆
者
）が
話
を
聞
い
た
。
町
長
は
既

に
期
間
延
長
を
容
認
す
る
姿
勢
を
示
唆
し

て
い
る
。
以
下
、
筆
者
と
の
や
り
取
り
。

　

─
─
最
初
の
約
束
で
は
、
坑
道
を
埋
め

戻
す
こ
と
を
前
提
に「
20
年
程
度
」の
研
究

期
間
が
示
さ
れ
て
い
る
が
。

　

町
長　

埋
め
戻
し
は
核
抜
き
の
担
保
と

さ
れ
て
い
る
。
今
、
示
さ
れ
た
の
は
第
４

期（
22
年
度
～
28
年
度
ま
で
の
７
年
間
）の

計
画
だ
か
ら
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
埋
め
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
確

約
し
た
核
抜
き
の
話
は
反
故
に
な
る
。

　

─
─
２
年（
20
・
21
年
度
）＋
７
年
間
は

容
認
す
る
、
と
い
う
話
で
い
い
の
か
。

　

町
長　

こ
れ
か
ら
、
道
や
町
議
会
と
も

協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

原
子
力
機
構
が
入
っ
て
約
20
年
、
町
に

と
っ
て
良
か
っ
た
か
と
尋
ね
る
と
、
野
々

村
町
長
は「
地
域
振
興
に
は
な
っ
て
い
る

と
思
う
。
原
子
力
政
策
の
最
後
の
砦
と
な

る
処
分
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

町
民
・
国
民
全
体
と
し
て
議
論
す
る
こ
と

が
大
事
と
思
っ
て
い
る
」と
答
え
た
。
幌

延
町
は
、
原
子
力
政
策
の
伴
走
者
と
し
て

生
き
る
道
を
選
ん
だ
よ
う
だ
。

　

道
北
連
絡
協
議
会
は
９
月
２
日
、
鈴
木

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
10　

幌
延
の
研
究
期
間「
20
年
程
度
」を
反
故
に
す
る
原
子
力
機
構

道
民
や
自
治
体
と
の
約
束
を
守
れ
な
い
組
織
は
信
頼
を
失
い
、
疑
念
や
不

安
を
よ
り
深
め
て
い
く
─
─
。
道
北
の
幌
延
町
で“
核
の
ゴ
ミ
”処
分
研
究

を
進
め
る
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
は
８
月
２
日
、
研
究
期
間
を「
20
年

程
度
」と
し
て
い
た
約
束
を
反
故
に
し
て
、
最
低
で
も
10
数
年
ほ
ど
延
長
す

る
方
針
を
固
め
、
関
連
協
定
の
当
事
者
で
あ
る
北
海
道
と
幌
延
町
に
提
案

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
町
の
原
子
力
関
連
施
設
問
題
に
は
約
40
年
に
お
よ

ぶ
経
緯
が
あ
る
だ
け
に
、「
研
究
施
設
の
周
辺
地
域
が
な
し
崩
し
的
に
最
終

処
分
場
に
さ
れ
る
の
で
は
？
」と
の
道
民
の
疑
念
は
今
も
消
え
て
い
な
い
。

今
回
の
計
画
案
の
周
辺
と
深
層
を
探
っ
た
。（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

「
道
民
は
騙
さ
れ
た
の
か
」

「
核
の
ゴ
ミ
」処
分
研
究
施
設
の

延
命
図
り
露
骨
な
協
定
違
反研究延長案に対して抗議文を提出する全国交流会メン

バー（８月４日、幌延深地層研究センターで）

堀達也知事が地層処分研究施設の立地を受け入れた 2000 年
秋、道北の酪農家有志がトラクターを運転して札幌へ。道
庁前に到着後、市民団体の人たちと集会を開いてアピール

「（
深
地
層
研
究
計
画
の
新
た
な
）計
画
案

は
、『
期
間
延
長
』を
言
う
だ
け
の
中
身
だ
。

こ
れ
じ
ゃ
、
住
民
を
騙
し
た
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
！
」

「（
当
初
計
画
に
あ
る
）研
究
期
間『
20
年
程

度
』は
貴
方
た
ち
が
言
い
出
し
た
。（
道
や

道
民
と
の
）約
束
を
守
れ
な
か
っ
た
責
任

を
取
る
べ
き
だ
！
」

　

８
月
４
日
の
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
会
議
室
。
各
地
か
ら
集
ま
っ
た「
ほ

ろ
の
べ
核
の
ゴ
ミ
を
考
え
る
全
国
交
流

会
」の
参
加
者
が
、
同
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤

稔
紀
・
研
究
部
長
ら
を
厳
し
く
追
及
し
た
。

　

そ
の
２
日
前
、
同
セ
ン
タ
ー
の
幹
部
が

道
庁
と
幌
延
町
役
場
を
訪
問
。
２
０
０
１

年
度
か
ら「
20
年
程
度
」と
し
て
き
た
研
究

期
間
を
、
さ
ら
に
10
～
15
年
間
ほ
ど
延
長

す
る「
計
画
案
」を
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
道
や
道
民
に
対
す
る
約
束
を
反
故
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は
研
究

終
了
後
の
坑
道
の
埋
め
戻
し
年
次
な
ど
に

も
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

　

組
織
の
都
合
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
処
分
研
究

を
続
け
る
。
い
ず
れ
地
層
処
分
が
出
来

る
か
の
よ
う
に
宣
伝
す
る
拠
点
を
確
保

し
、
こ
の
町
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
な
い
─

─
。
１
９
８
０
年
代
か
ら
40
年
近
く
の
長

き
に
わ
た
る「
幌
延
問
題
」の
決
着
を
、
さ

ら
に
先
送
り
す
る
結
果
を
招
く
だ
け
だ
。

　

２
０
０
０
年
10
月
、
道
民
の
反
対
の
声

を
押
し
切
り
、
堀
達
也
知
事（
当
時
）は
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構（
現
・
日
本
原

子
力
研
究
開
発
機
構
。
以
下
、
原
子
力
機

構
）の「
深
地
層
研
究
計
画
」を
受
け
入
れ
、

原
子
力
機
構
が
期
間
延
長
を
示
し

「
20
年
程
度
」の
約
束
を
反
故
に

原
子
力
政
策
の
伴
走
者
を
選
択
？

幌
延
町
長
は「
延
長
容
認
」を
示
唆
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■ “核のゴミ ”レポートPART10──幌延での処分研究で露骨な協定違反

対
運
動
が
広
が
る
。
道
も
ま
た
事
前
調
査

に
反
対
す
る
意
思
を
表
明
し
た
。
85
年
11

月
に
動
燃
が
夜
陰
に
乗
じ
て
調
査
を
強
行

し
た
の
を
皮
切
り
に
、
機
動
隊
を
導
入
す

る
な
ど
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
進
め
、

反
対
派
と
の
衝
突
で
逮
捕
者
が
出
る
場
面

も
。
一
連
の
動
き
は
、
動
燃
の
強
面
ぶ
り

を
道
民
に
印
象
づ
け
た
。

　

し
か
し
、
90
年
春
の
統
一
地
方
選
で
道

議
会
の
勢
力
構
成
が
変
わ
る
。
同
年
７
月

の
道
議
会
で
、
自
民
党
を
除
く
全
会
派
の

賛
成
に
よ
り「
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
設
置

に
反
対
す
る
決
議
」が
採
択
さ
れ
、
動
燃

の
計
画
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
道
民
と

道
、
道
議
会
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
動
燃

が
代
表
を
務
め
た
幌
延
問
題
道
民
懇
談
会

で
、
道
は
そ
れ
ら
に
便
乗
す
る
形
で
条
例

を“
担
保
措
置
”と
位
置
づ
け
た
。

　

こ
う
し
て
２
０
０
０
年
10
月
、
堀
知
事

は
道
民
世
論
に
背
を
向
け
、
深
地
層
試
験

場
の
単
独
立
地
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
、

堀
道
政
の
置
き
土
産
の
よ
う
な
形
で
締

結
・
制
定
さ
れ
た
の
が
、
３
者
協
定
と
玉

虫
色
の
道
条
例
で
あ
っ
た
。

　

立
地
受
け
入
れ
か
ら
19
年
の
歳
月
が
流

れ
た
。
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
下
３
５
０
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
坑
道
が

掘
削
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス
で
焼
き
固
め
た
高

レ
ベ
ル
廃
棄
物
を
埋
め
捨
て
る
環
境
を
模

し
た
坑
道
を
使
い
、
現
在
は
第
３
期
中
長

期
計
画（
15
年
度
～
21
年
度
）と
し
て
、

　

①
人
工
バ
リ
ア（
注
＝
金
属
や
粘
土
鉱

物
な
ど
の
こ
と
）の
適
用
性
確
認

　

②
処
分
概
念
オ
プ
シ
ョ
ン
の
実
証

　

③
地
殻
変
動
に
対
す
る
堆
積
岩
の
緩
衝

能
力
の
検
証

　

を
重
点
課
題
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
。

　

原
子
力
機
構
は
、
当
初
計
画
を
前
提
に

「
19
年
度
末
ま
で
に
研
究
終
了
後
ま
で
の

工
程
や
、
そ
の
後
の
埋
め
戻
し
に
つ
い
て

決
定
す
る
」と
、
く
り
返
し
て
き
た
。

え
、「
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」と
し
た
人
は

５
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
道
北
で
暮
ら
す

人
た
ち
の
民
意
は「
立
地
反
対
」が
大
勢
を

占
め
た
。

　

道
の
担
当
者
や
知
事
の
支
持
母
体
は
、

立
地
を
容
認
す
る
に
は
将
来
に
わ
た
り
放

射
性
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
な
い“
担
保

措
置
”を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え

た
。
そ
こ
で
検
討
し
た
の
が「
協
定
」の
締

結
や「
条
例
」の
制
定
だ
っ
た
。

　

反
対
運
動
関
係
者
の
協
定
に
対
す
る
期

待
感
は
薄
く
、「
紳
士
協
定
な
の
で
、
法

律
を
超
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
」と
冷
や

か
。
先
に「
拒
否
条
例
」の
制
定
を
提
唱
し

た
の
は
上
田
文
雄
弁
護
士（
前
札
幌
市
長
）

直
道
知
事
に
対
し
て
、

　

①「
な
し
崩
し
的
処
分
場
」に
つ
な
が
る
、

終
了
期
限
な
き
研
究
延
長
を
受
け
入
れ
な

い
　

②「
20
年
程
度
」を
前
提
に
、
19
年
度
末

ま
で
に
研
究
終
了
時
期
と
埋
め
戻
し
の
工

程
表
を
提
出
さ
せ
る
こ
と

　

を
文
書
で
要
請
し
、
同
５
日
の
道
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
と
の
折
衝
に
臨
む
。

　

こ
こ
で
、
幌
延
町
と
原
子
力
関
連
施
設

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
大
雑
把
に
振
り

返
っ
て
お
こ
う
。

　

酪
農
の
町
・
幌
延
の
自
治
体
や
議
会
の

の
無
謀
な
計
画
を
断
念
さ
せ
る
寸
前
ま
で

追
い
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

広
範
な
道
民
の
反
対
に
遭
っ
て
も
、
動

燃
は
計
画
を
あ
き
ら
め
ず
、
98
年
２
月
、

貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
計
画
の
な
か
で
最
も

急
い
で
い
た「
深
地
層
試
験
場
」の
建
設
に

焦
点
を
絞
り
、
堀
達
也
知
事（
当
時
）に
立

地
を
申
し
入
れ
る
。
ひ
と
ま
ず
同
計
画
を

撤
回
し
て
ラ
ベ
ル
を
張
り
替
え
、
意
中
の

最
終
処
分
に
向
け
た
研
究
施
設
を
建
設
し

よ
う
と
し
た
の
だ
。

　

立
地
申
し
入
れ
に
至
る
ま
で
に
、
堀
知

事
の
支
持
母
体
・
連
合
北
海
道
な
ど
の
幹

部
ら
と
道
が
水
面
下
で“
撤
回
の
条
件
”を

協
議
す
る
一
方
で
、
道
が
科
技
庁
と
の
摺

り
合
わ
せ
を
し
て
文
言
な
ど
を
調
整
し
た
。

一
般
道
民
は
も
ち
ろ
ん
、
支
持
母
体
の
構

成
員
も
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
単
独
立
地

に
向
け
た
協
議
が
進
ん
だ
。

　

前
出
の
道
北
連
絡
協
議
会
は
２
０
０
０

年
９
月
、
北
海
道
新
聞
情
報
研
究
所（
当

時
）に
委
託
し
、
幌
延
町
と
周
辺
７
市
町

村
の
千
人
を
対
象
に
し
た
、
電
話
に
よ
る

世
論
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。“
核
の
ゴ

ミ
”を
持
ち
込
ま
な
い
施
設
の
単
独
立
地

で
あ
っ
て
も
、
76
％
の
人
が「
反
対
」と
答

幹
部
ら
が
誘
致
に
乗
り
だ
し
た
の
は
、
今

か
ら
40
年
ほ
ど
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
１
９

８
０
年
11
月
、
16
人
の
町
議
全
員
と
佐
野

清
町
長（
故
人
）ら
の
一
行
が
福
井
・
福
島

両
県
の
原
発
や
原
子
力
機
構
の
前
身
の
動

燃（
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
）東
海

事
業
所
な
ど
を
視
察
し
、「
原
子
力
施
設
の

誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
」と
す
る

報
告
書
を
ま
と
め
た
。

「
過
疎
脱
却
の
起
爆
剤
に
」を
錦
の
御
旗
に
、

ま
ず
は
北
海
道
電
力
に
原
発
建
設
を
陳
情

し
た
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
地

盤
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て
断

念
。
そ
し
て
81
年
夏
、
科
技
庁
に
陳
情
し

た
幌
延
町
の
一
行
は
、
十
勝
出
身
の
中
川

一
郎
長
官（
故
人
）か
ら
放
射
性
廃
棄
物
施

設
の
立
地
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
。「
町
が

（
廃
棄
物
の
）倉
庫
を
設
置
し
、
保
管
料
も

徴
収
で
き
る
。
電
源
三
法
交
付
金
の
対
象

に
し
た
い
」な
ど
の
甘
い
言
葉
に
乗
せ
ら

れ
、
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
川
長
官
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
放
射

性
廃
棄
物
施
設
の
誘
致
話
は
大
き
な
波
紋

を
広
げ
た
。
地
元
の
商
工
業
者
は
誘
致
期

成
会
を
発
足
さ
せ
、
近
隣
の
浜
頓
別
町
と

東
利
尻
町
の
議
会
は「
誘
致
反
対
」決
議
を

採
択
。
82
年
10
月
に
は
、
長
官
み
ず
か
ら

「
誘
致
内
定
」を
公
言
す
る
に
至
る
。
し
か

し
翌
年
、
頼
み
の
綱
の
中
川
氏
は
怪
死
を

遂
げ
、
春
の
知
事
選
で
は「
誘
致
反
対
」の

横
路
孝
弘
氏
が
初
当
選
し
た
こ
と
で
流
れ

が
変
わ
る
。
東
北
の
鉱
山
や
九
州
の
離
島

な
ど
に
ラ
イ
バ
ル
が
現
れ
、
幌
延
町
の
誘

致
話
は
挫
折
す
る
か
に
見
え
た
。

　

84
年
４
月
、
動
燃
が
幌
延
町
に
高
レ
ベ

ル
廃
棄
物
施
設
を
計
画
し
て
い
る
と
報
じ

ら
れ
る
や
、
全
道
を
揺
る
が
す
社
会
・
政

治
問
題
に
発
展
し
て
い
く
。
計
画
は
、
動

燃
で
発
生
す
る
す
べ
て
の“
核
の
ゴ
ミ
”の

貯
蔵
施
設
と
、
処
分
研
究
の
た
め
の「
深

地
層
試
験
場
」の
建
設
を
柱
に
す
え
、
92

年
の
運
転
開
始
を
目
標
に
し
て
い
た
。
事

前
調
査
を
め
ぐ
る
動
燃
の
強
硬
姿
勢
に
、

隣
接
自
治
体
の
議
会
が「
反
対
決
議
」を
採

択
し
、
各
地
に
住
民
団
体
が
誕
生
し
て
反

「処分事業がスムーズに進むような議論が大事」と話す
野々村仁・幌延町長

貯蔵工学センターの調査強行に抗議する道北農民の集会
（86 年９月、幌延町内で）

道庁内に座り込み、深地層施設の立地に抗する人たち
（2000 年９月）

錦
の
御
旗
は“
過
疎
か
ら
の
脱
却
”

中
川
氏
が
持
ち
か
け
た
誘
致
構
想

中
核
の「
深
地
層
試
験
場
」が
残
り

協
定
や
条
例
を
担
保
に
立
地
容
認

持
参
し
た
の
は
現
場
の
幹
部
職
員

「
埋
め
戻
し
」年
次
も
記
さ
ず
提
案
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■ “核のゴミ ”レポートPART10──幌延での処分研究で露骨な協定違反

研究の延長に憤る一方、坑道事故の発生を危惧する
久世薫嗣さん

に
対
す
る
要
請
活
動
に
参
加
し
た
。

「
担
当
者
は
、『
19
年
度
末
に
埋
め
戻
し
の

工
程
表
を
示
す
こ
と
も
含
め
て
対
応
し
た

い
』と
明
言
し
、
研
究
期
間
を
10
年
も
延

ば
そ
う
と
の
姿
勢
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
同
種
の
施
設
が
あ
る
）岐
阜
県
の
瑞
浪
や

幌
延
の
坑
道
で
火
災
事
故
な
ど
が
発
生
し

た
の
で
、
彼
ら
も
手
を
焼
い
て
い
る
と
い

う
印
象
を
受
け
た
の
で
す
が
…
」

　

と
、
文
科
省
側
の
変
身
を
い
ぶ
か
る
。

処
分
事
業
者
の
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
）を
所
管
す
る
、
経
済
産

業
省
の
意
向
が
働
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

久
世
さ
ん
は
、
今
後
の
坑
道
の
維
持
も

疑
問
視
し
て
、
こ
う
指
摘
す
る
。

「
原
子
力
機
構
は
、
坑
道
の
維
持
管
理
を

ゼ
ネ
コ
ン
に
丸
投
げ
し
て
、
デ
ー
タ
管
理

を
し
て
い
る
だ
け
。
幌
延
で
は
ガ
ス
や
地

下
水
も
噴
出
す
る
。
あ
と
20
年
近
く
研
究

が
続
く
と
、
ど
ん
な
事
故
が
起
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
研
究
期
間
の
延
長
以
前
に
、

そ
う
し
た
問
題
が
起
き
か
ね
な
い
こ
と
を

住
民
に
も
知
っ
て
ほ
し
い
」

　

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た

こ
と
も
あ
る
末
田
一
秀
さ
ん（
は
ん
げ
ん

ぱ
つ
新
聞
編
集
委
員
）は
、
前
出
の
評
価

結
果
の
な
か
で
、
幌
延
の
施
設
に
つ
い
て
、

「
最
も
先
端
の
地
層
処
分
技
術
を
実
証
す

る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
共
通
基
盤
）と
し
て

　

今
年
２
月
、
同
機
構
の
地
層
処
分
研
究

開
発
・
評
価
委
員
会
が
ま
と
め
た
評
価
結

果
に
よ
る
と
、
３
つ
の
重
点
課
題
は「
十

分
」ま
た
は「
お
お
む
ね
」目
標
が
達
成
で

き
た
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
の
結
果

に
基
づ
く
な
ら
ば
、「
研
究
終
了
後
ま
で
の

工
程
」や「
埋
め
戻
し
」に
つ
い
て
速
や
か

に
決
定
し
、
協
定
当
事
者
や
道
民
に
示
す

の
が
自
然
な
流
れ
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
８
月
２
日
に
機
構
側
が
道
と

幌
延
町
に
提
出
し
た
、「
令
和
２
年
度
以
降

の
幌
延
深
地
層
研
究
計
画（
案
）」と
題
す

る
文
書
の
中
身
は
、
少
な
く
と
も
向
こ
う

10
数
年
間
は
研
究
を
続
け
た
い
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
計
画
案
は
、
Ａ
４
判
６
ペ
ー
ジ
の

簡
単
な
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

成
果
を
大
雑
把
に
述
べ
た
あ
と
、
前
出
の

３
項
目
に
関
す
る「
今
後
の
進
め
方
」を
紹

介
。
こ
れ
ら
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
は
、

第
３
期（
２
０
１
５
年
度
～
２
０
２
１
年

度
）お
よ
び
第
４
期（
２
０
２
２
年
度
～
２

０
２
８
年
度
）中
長
期
計
画
の「
目
標
期
間

を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
」と
し
て
い
る
。

数
年
後
に
迫
る
第
４
期
に
つ
い
て“
目
標

期
間
”と
し
か
表
現
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
、

幌
延
で
の
研
究
の
曖
昧
さ
や
不
透
明
さ
が

窺
え
る
。

　

３
者
協
定
の
第
４
条
は「
20
年
程
度
」の

研
究
期
間
を
前
提
に
し
て
、

「
研
究
終
了
後
は
、
地
上
の
研
究
施
設
を

閉
鎖
し
、
地
下
施
設
を
埋
め
戻
す
」

と
明
記
し
て
い
る
。
だ
が
、
計
画
案
は
、

「
地
層
処
分
の
技
術
基
盤
の
整
備
の
完
了

が
確
認
で
き
れ
ば
、
埋
め
戻
し
を
行
う
こ

と
を
具
体
的
工
程
と
し
て
示
し
ま
す
」

と
記
し
た
だ
け
だ
。
い
つ
か
ら
坑
道
を
埋

め
戻
す
の
か
、
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
で
は
、
第
４
期
が
終
わ
る
と
さ
れ

る
２
０
２
８
年
度
か
ら
先
も
利
用
可
能
に

な
り
、「
20
年
程
度
で
研
究
終
了
」を
前
提

に
始
め
た
事
業
を
、
な
し
崩
し
的
に
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

一
道
民
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、

計
画
案
を
道
と
幌
延
町
に
持
参
し
た
の
は

同
セ
ン
タ
ー
の
所
長
や
副
所
長
だ
っ
た
こ

と
だ
。
40
年
間
に
及
ぶ
歴
史
的
な
経
緯
を

反
省
し
つ
つ
、
原
子
力
機
構
の
理
事
長
ら

首
脳
部
が
対
応
す
る
の
が
筋
で
は
な
い
の

か
。
筆
者
が
同
セ
ン
タ
ー
の
山
口
義
文
所

長
に
質
し
た
と
こ
ろ
、「
そ
こ
ま
で
考
え

が
及
ば
な
か
っ
た
」と
の
弁
明
が
返
っ
た
。

道
や
道
民
も
舐
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

道
北
連
絡
協
議
会
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
、

豊
富
町
内
で
チ
ー
ズ
工
房
や
カ
フ
ェ
を
営

む
久
世
薫
嗣
さ
ん
は
昨
年
暮
れ
、
文
科
省

国
内
外
の
関
係
者
に
広
く
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」

「
将
来
的
に
、
当
初
計
画
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
国
内
外
の
関
係
機
関
の
資
金
や
人

材
を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
」

　

と
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
次
の

よ
う
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

「
こ
れ
ま
で
幌
延
は『
研
究
機
関
の
機
構
の

施
設
で
あ
り
、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
も
の
で
は
な

い
か
ら
処
分
場
に
な
る
こ
と
は
な
い
』と

説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
後
は
、『
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
と
共
同
で
進
め
る
』と
宣
言
し
て

い
る
の
と
同
じ
で
す
。
２
０
０
５
年
か
ら

『
地
層
処
分
基
盤
研
究
開
発
調
整
会
議
』で

調
整
が
図
ら
れ
、
幌
延
の
施
設
は
基
礎
研

究
を
進
め
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
同
会
議
は
２
年
前
に
改
組
さ
れ
、
Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
の
研
究
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
」（
日
本
消
費
者
連
盟

関
西
グ
ル
ー
プ
発
行『
草
の
根
だ
よ
り
』へ

の
投
稿
記
事
を
参
照
）

　

こ
れ
は
、
幌
延
の
施
設
を
介
し
て
、
原

子
力
機
構
と
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
が
一
体
化
し
て
い

く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

３
者
協
定
は「
深
地
層
の
研
究
所
を
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
を
行
う
実
施
主

体
へ
譲
渡
し
、
又
は
貸
与
し
な
い
」（
第
３

条
）と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
施
設
そ

の
も
の
を
譲
渡
・
貸
与
し
な
く
て
も
、
事

業
内
容
で
一
体
化
し
て
い
け
ば
、
協
定
締

結
に
至
る
経
緯
な
ど
が
、
い
っ
そ
う
蔑
ろ

に
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

原
子
力
機
構
の
見
解
を
コ
ピ
ー
し
た
か

の
よ
う
な
発
言
を
く
り
返
し
て
き
た
道
は
、

研
究
内
容
の
変
質
を
詳
し
く
検
証
し
、
道

民
の
懸
念
や
不
安
に
応
え
る
べ
き
だ
。

　

20
年
ほ
ど
前
の「
立
地
受
け

入
れ
」に
先
立
ち
、
水
面
下
で

核
燃
機
構
と
の
調
整
を
進
め
、

協
定
の
締
結
も
含
め
た
道
筋
を

つ
く
っ
た
の
は
、
堀
知
事
の
支

持
母
体
・
連
合
北
海
道
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
期
間
延
長
問
題
に
対

す
る
連
合
の
責
任
は
重
い
。

　

連
合
は
８
月
、
道
と
幌
延
町

に
対
し
、

　

①
三
者
協
定
に
違
背
し
な
い

よ
う
計
画
案
の
見
直
し
・
撤
回

を
求
め
る
こ
と

　

②
研
究
の
終
了
時
期
な
ど
に

つ
い
て
、
計
画
ど
お
り
に
決

定
・
公
表
す
る
よ
う
求
め
る
こ

と
　

の
２
点
を
要
請
す
る
一
方
、

原
子
力
機
構
に
も
直
接
、
計
画

案
の
真
意
な
ど
を
質
し
た
。
連
合
北
海
道

総
合
政
策
局
長
の
坪
田
伸
一
さ
ん
は
、
こ

う
説
明
す
る
。

「
機
構
側
に
は
、『
自
治
体
の
頭
越
し
に
国

が
事
を
進
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
毅
然
と

し
て
計
画
案
を
断
る
！
』と
伝
え
て
い
る
。

（
深
地
層
研
の
）山
口
所
長
に
質
す
と
、『
第

４
期
中
長
期
計
画
は
、
ま
だ
何
も
作
ら
れ

て
い
な
い
』と
言
う
の
で
、『
計
画
案
は
稚

拙
で
あ
り
、
道
民
に
不
信
や
不
安
を
も
た

ら
し
て
い
る
』と
指
摘
し
た
」

「
協
定
の
当
事
者
と
し
て
、
道
に
は
結
果

責
任
が
あ
る
。
今
後
、
道
議
会
で
も
議
論

を
呼
ぶ
だ
ろ
う
が
、『（
計
画
案
は
）協
定

違
反
だ
！
』と
突
っ
ぱ
ね
た
ほ
う
が
い
い
。

施
設
が
設
置
さ
れ
た
当
時
、
我
々
は
道
に

働
き
か
け
た
責
任
が
あ
る
の
で
、
道
庁
対

応
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
」

　

か
つ
て
施
設
立
地
を
受
け
入
れ
た
際
、

知
事
の
支
持
母
体
は
条
件
闘
争
に
走
り
、

地
域
の
将
来
を
案
じ
反
対
し
た
道
民
を
失

望
さ
せ
た
。
同
じ
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
、
原

子
力
機
構
や
政
府
、
道
の
動
き
を
厳
し
く

監
視
し
注
文
を
付
け
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

道
は
、
協
定
第
14
条
に
基
づ
い
て「
幌

延
深
地
層
研
究
の
確
認
会
議
」を
設
置
し
、

９
月
10
日
を
皮
切
り
に
複
数
回
に
わ
た
る

協
議
を
行
な
う
見
込
み
。
道
経
済
部
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
長
が
座
長
を
務
め
、

宗
谷
総
合
振
興
局
の
産
業
振
興
部
長
、
幌

延
町
の
副
町
長
や
担
当
課
長
が
構
成
員
と

な
っ
た
。
数
人
の
研
究
者
ら
に
専
門
委
員

を
委
嘱
し
、
会
議
は
公
開
さ
れ
る
。

　

確
認
会
議
が
計
画
案
を
追
認
す
る
場
に

な
ら
ぬ
よ
う
、
道
民
が
し
っ
か
り
注
視
す

る
こ
と
が
必
要
だ
。　
（
９
月
４
日
現
在
）

※「
幌
延
問
題
」の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙

著『
核
に
揺
れ
る
北
の
大
地
』（
七
つ
森
書

館
・
01
年
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

幌延深地層研究センターの地下 350 メートル坑道。掘削中に断層にぶつかり、
地下水やメタンガスが噴出し、作業が中断したこともある（2014 年９月撮影）

進
む
処
分
事
業
者
と
の
一
体
化

坑
道
の
維
持
管
理
に
不
安
材
料
も

連
合
北
海
道
な
ど
の
責
任
は
重
い

同
じ
轍
を
踏
ま
ず
監
視
の
強
化
を

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。


